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2024 年の北海道の 7 観測地点における花粉飛散量調査
―ハンノキ属花粉が北見及び稚内で、スギ属花粉が稚内で、 

シラカバ花粉が札幌で、イネ科花粉が北見で 
それぞれ最高記録を更新した年について―

Survey of Airborne Pollen in Seven Monitoring Stations in Hokkaido, Japan in 2024: 
The Year in Which Alnus Pollen in Kitami and Wakkanai, Cryptomeria Pollen in Wakkanai,  

Betula Pollen in Sapporo, and Poaceae Pollen in Kitami  
Broke Records of Annual Total Counts
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目　　　　　的

花粉症は特定の花粉に対するアレルギーであり、原因花
粉への曝露を極力避けること、花粉の飛散に合わせて薬の
服用時期を考慮することが症状の発現を抑えるためには有
効である1）。北海道における主要な花粉症原因花粉として
は、ハンノキ花粉2）、スギ花粉3）、シラカバ花粉4）、イネ科
の牧草花粉5）、ヨモギ花粉6）が知られている。従って、上

述の原因花粉の飛散時期と飛散量に関する可能な限り詳細
な情報が花粉症対策の有効性を左右する。

北海道は地域により気候や植生が様々であり花粉飛散に
も地域性が見られるため7）、地域ごとに花粉の観測地点を
設けることが望ましい。我々は花粉症対策に資するため、
1996 年から札幌で空中花粉の調査を開始し8）、得られた知
見を報告し9-11）花粉情報を提供してきた。さらに、道立保
健所の協力を得て 1997 年から帯広、北見、1998 年から旭川、
2000 年から函館、2004 年から岩見沢、2017 年から稚内に
おいて順次空中花粉の観測を開始し、現在は合計 7 カ所で
花粉の観測を行っている12）。本稿では、2024 年の道内 7 カ
所の観測地点における、花粉症原因花粉の空中花粉飛散量
調査の結果、ならびに複数の地点でハンノキ花粉、スギ花
粉、シラカバ花粉、イネ科の牧草花粉の最高捕集数の記録

 
＊1 北海道渡島総合振興局保健環境部保健行政室
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＊4 北海道十勝総合振興局保健環境部保健行政室
＊5 北海道オホーツク総合振興局保健環境部北見地域保健室
＊6 北海道宗谷総合振興局保健環境部保健行政室
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を更新したことなど、得られた知見について報告する。

方　　　　　法

花粉飛散量調査は、既報12）と同様に以下に示す 7 地点に
おいて行った。

函館：渡島総合振興局合同庁舎屋上、地上 14 m
札幌：北海道立衛生研究所屋上、地上 16 m
岩見沢：空知総合振興局合同庁舎屋上、地上 19 m
旭川：上川総合振興局合同庁舎 2 階屋上、地上 5 m
帯広：十勝総合振興局合同庁舎屋上、地上 16 m
北見： オホーツク総合振興局北見地域保健室車庫屋上、

地上 5 m
稚内： 宗谷総合振興局保健環境部保健行政室車庫屋上、

地上 5 m
2024 年の花粉飛散量調査期間は以下のとおりである。
函館：2 月 26 日～10 月 14 日
札幌：2 月 13 日～10 月 31 日
岩見沢：3 月 18 日～10 月 6 日
旭川：3 月 22 日～9 月 30 日
帯広：3 月 18 日～9 月 30 日
北見：3 月 8 日～9 月 30 日
稚内：3 月 25 日～9 月 30 日
空中花粉の捕集、識別及び計数は、既報13）に従い以下

のように行った。ダーラム型花粉捕集器にワセリンを薄く
塗布したスライドグラスを固定し、自然落下する花粉を捕
集した。毎朝 9 時にスライドグラスを交換することによ
り 24 時間捕集とした。なお、帯広、北見、稚内の各調査
地点では、土、日及び祝日分はそれらの前日分とまとめて
1 枚のスライドグラスに花粉を捕集した。花粉の観察はゲ
ンチアナバイオレットを用いてスライドグラス上の花粉を
染色し、顕微鏡下で識別及び計数を行った。花粉の同定は、
標準花粉プレパラートとの比較、検索表14）及び観測地点
周辺の植物の開花時期等を参考に、属レベルまでの識別を
行った。ただし、イネ科花粉は花粉管口が 1 つあるのみで
花粉形態が互いに類似しているため、科レベルまでの識別
とした。なお本稿では、一般に「シラカバ」と呼ばれるシ
ラカンバ、ウダイカンバ及びダケカンバ等の白みがかった
樹皮を有するカバノキ属植物の花粉を「シラカバ花粉」と
総称する。

結 果 と 考 察

7 観測地点における飛散花粉観測結果（図 1～5）と各花
粉の年間総捕集数の直近の 10 年間（2014～2023 年）の平
均値に対する割合を表 1 に示した。ただし、観測年数の少
ない稚内は 2017～2023 年の 7 年間の平均値を用いた。

ハンノキ属花粉はまだ雪が残る初春から飛散し始めるため、
2023 年までは函館及び札幌以外は 4 月から花粉観測を開始
していたが、函館及び札幌の 3 月の結果などから 4 月 1 日時
点でハンノキの花粉飛散が既に始まっている地点が多いこと
が 2023 年調査の結果から推察されていた12）。そこで各観測

地点におけるハンノキ花粉の飛散開始日を明らかにするた
め、2024 年は函館及び札幌は 2 月中から、その他の地域で
も 3 月中に花粉観測を開始した（図 1）。4 月 1 日以前に捕集
したハンノキ花粉の総捕集数に対する割合は、函館：30％、
札幌：11％、岩見沢：35％、旭川：0％、帯広：11％、北見：
0.8％及び稚内：5.4％であり、早めに観測を開始した意義が
確認された。2024 年のハンノキ花粉の総捕集数は、札幌と
岩見沢で各平均程度である以外は全体的に平均より多い捕
集数が認められ、北見では平均の 8 倍近い捕集数が観測さ
れた（表 1）。前年（2023 年）のハンノキ花粉の総捕集数が
函館、札幌を除いて平均値の 50％に満たなかったことや12）、
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図１　 北海道の 7 観測地点におけるハンノキ属 
花粉捕集数（2024 年）

北見は 3 月 8 日、岩見沢、帯広は 3 月 18 日、  
旭川は 3 月 22 日、稚内は 3 月 25 日に観測開始
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ハンノキの花芽の形成時期は不明であるが、2023 年の 6～
7 月の気温が高かったことが影響した可能性が考えられた。

スギ属花粉の捕集数は、すべての観測地点で平均値を上
回った。特に稚内では平均値の 20 倍の捕集数を記録した
が、これまでの調査でもスギ花粉の捕集数が非常に少な

い観測地点であり（平均値がそれぞれ函館の 1/310、札幌
の 1/140）、2024 年においても、スギ花粉の捕集数は函館
や札幌の観測地点と比較するとかなり少なかった（函館の
1/18、札幌の 1/11）（図 2）。稚内では前年（2023 年）の
6 月中下旬の気温がそれ以前よりも高く、7 月上旬も気温
が高めであったことから、稚内においてはスギの花芽の形
成においてこの時期の気温が重要である可能性が考えられ
た。スギ花粉の観測を 3 月中に早めた地点における 4 月 1 日
以前に捕集したスギ花粉の総捕集数に対する割合は、岩見
沢：1.8％、旭川：0％、帯広：0％、北見：0％及び稚内：
16％であった。稚内で 3 月 25 日にスギ花粉ピークが観測
されていることから、0％であった地点においても、従来
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図２　 北海道の 7 観測地点におけるスギ属花粉 
捕集数（2024 年）

北見は 3 月 8 日、岩見沢、帯広は 3 月 18 日、  
旭川は 3 月 22 日、稚内は 3 月 25 日に観測開始
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図３　 北海道の 7 観測地点におけるシラカバ 
（カバノキ属）花粉捕集数（2024 年）
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通りの 4 月 1 日からの観測であった場合には、観測開始日
以前に飛散ピークがあった可能性を払拭できなかった。さ
らに、初観測日、飛散開始日を把握することにより、その
年の総捕集数が把握可能となることから、スギ花粉におい
てもこれまでより早く観測を開始した意義があったものと
考える。佐橋による日本全国のスギ花粉観測結果に関する

報告では15）、2024 年の西日本の 30 地点及び東日本の 42 地
点でのスギ花粉総捕集数の平均値は、直近 10 年の花粉総
捕集数平均値と比較して、それぞれ 58％及び 120％であり、
東日本のスギ花粉捕集数が平均より多かった。我々の調査
においても同様の傾向が認められており、北海道の全観測
地点でスギ花粉捕集数が平均値を上回っていた。
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図４　北海道の 7 観測地点におけるイネ科花粉捕集数（2024 年）

観測地点 観測年数
（年）

ハンノキ属
（％）

スギ属
（％）

シラカバ
（％）

イネ科
（％）

ヨモギ属
（％）

函　館 25 280 110 260 53 100
札　幌 29 100 160 220 100 150
岩見沢 21 91 170 78 12 79
旭　川 27 130 480 25 26 2
帯　広 28 120 180 96 120 42
北　見 28 780 160 330 240 180
稚　内 8 200 2,000 190 110 110

＊ 平均値：直近の 10 年間（2014～2023 年）の平均値（函館、札幌以外は 4 月 1 日以降に観測開始）。  
ただし、稚内は 2017～2023 年の平均値を用い、ヨモギ属については札幌と稚内を除く5 地点では直近の 9 年間（2015～2023 年）の平均値を用いた。

表１　7 観測地点における 2024 年の花粉総飛散量の平均値＊に対する割合
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シラカバ花粉飛散量については、隔年で飛散量が多くな
る傾向が報告されている9）。2023 年は全地点においてシラ
カバ花粉捕集数は平均値よりも少ない捕集数であったこと
から12）、その翌年の 2024 年はシラカバ花粉捕集数が多く
なると予想された。函館、札幌、北見及び稚内ではシラカ
バ花粉捕集数が平均値よりもかなり多く、特に札幌ではシ
ラカバ花粉の年間総捕集数の最高記録はこれまで 2020 年
であったが16）、2024 年にその記録を更新した。一方、岩見
沢、旭川、帯広ではシラカバ花粉の捕集数が平均値を下回
り、特に旭川では平均値の 25％とかなり捕集数が少ない
など地域による違いが認められた（表 1）。前年（2023 年）
のシラカバ花粉捕集数が全道的に少なかった点、2023 年の
6 月、7 月の気温が全道的に高かった点はいずれも 2024 年
のシラカバ花粉飛散量増加にプラスの要因となる。シラカ
バ花粉捕集数が少なかった岩見沢、旭川で他の観測地点と
異なる点として、2023 年の 6 月上旬の気温が低めであっ
たことがあげられるが、過去の飛散パターンを再確認した
ところ、必ずしも同様の傾向がすべて過去においても当て
はまるとは限らなかった。

イネ科花粉の捕集数は、2024 年は函館、岩見沢及び旭
川で平均値よりも少なく、札幌及び稚内で平均値程度、帯
広及び北見で平均値よりも多く、北見では 28 年間で最高記
録を更新した（表 1）。ヨモギ属花粉の捕集数は、2024 年

は岩見沢、旭川及び帯広で平均値よりも少なく、函館及び
稚内で平均値程度、札幌及び北見で平均値よりも多かった

（表 1）。イネ科やヨモギ属等の草本類の花粉捕集数に関し
ては、これまでも報告してきた12）ように観測地点近辺の荒
れ地や空き地の分布や草刈り等の管理状況など局地的な影
響が大きいと考えられる。

空中花粉の種類や飛散量は、各種花粉症の発症予防や対
策のために非常に重要な情報となる。さらに、近年では温
暖化や異常気象の花粉飛散量への影響に対する関心が高
まっており17, 18）、各種花粉の飛散に関する長期的なデータ
の重要性が増している。しかし、日々の花粉観測には多大
な労力と観測者の練度が求められることから、観測体制を
全道的に維持していくためには行政や各保健所の理解と協
力が不可欠である。花粉観測データは花粉飛散量予測の開
発においても非常に重要であり19-21）、今後も引き続き全道
的な花粉飛散量調査を継続していくことが必要と考える。

要　　　　　約

道内 7 観測地点（函館、札幌、岩見沢、旭川、帯広、北
見及び稚内）において、5 種の花粉（ハンノキ属、スギ属、
シラカバ、イネ科及びヨモギ属）の飛散量調査を 2024 年
の 2 月～10 月に行った（観測地点により観測期間は異な
る）。なお、初観測日を逃さないため、2023 年以前よりも
早めに花粉観測を開始した。ハンノキ属花粉は、函館、北
見及び稚内で特に多かった。スギ属花粉は、全地点で平均
値を上回り、特に旭川と稚内で平均値よりも多かった。シ
ラカバ花粉は、函館、札幌、北見及び稚内で多く観測され
た。イネ科花粉は、北見で多く、旭川では非常に少なかっ
た。ヨモギ属花粉は、札幌及び北見で多く、旭川では非常
に少なかった。2024 年は花粉捕集数の最高記録の更新が
複数記録された（ハンノキ属花粉：北見・稚内、スギ属花
粉：稚内、シラカバ花粉：札幌、イネ科花粉：北見）。本
調査で得られる情報は、花粉症対策において貴重な基礎的
知見であり、今後も観測を継続してデータを蓄積し、予測
精度の向上を図っていく。

本花粉調査は、北海道の保健福祉部健康安全局地域保健
課の事業の一環として行いました。関係者の方々のご協力
に深く感謝を申し上げます。
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